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12月議会で、一問一答で質問
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弁護士山本晋太郎先生を講師に、議員、職員が、「消費者行政の現状と課題」を研修、消費生活相談員からは鯖江市の現状について状況説明を受ける
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鯖江市子連の子ども祭りで、近松子ども人形劇団を楽しむ
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文化庁の文化遺産を活かした観光振興･地域活性化事業・茂山忠三郎社中と狂言の集い　第2回「狂言inかわだ」開催。河和田小学校狂言クラブの子どもたちが、茂山良暢先生からプロの「笑い」を伝授
	
福祉行政について

Q　障がい者の働ける場所、機会等が充実するよう施策（作業所、グループホーム等）として積極的に支援すべきでは。また社会福祉協議会には地域福祉の推進を期待したいが、ご所見は。
　A　理事者　現在策定中の第三期障がい者計画・障がい福祉計画でも雇用、就労の促進を基本目標の一つに掲げ、就労支援等の促進や福祉的就労支援の充実に積極的に取り組んでまいりたい。
社会福祉協議会の機能強化、行政との連携強化の必要性を言われており、市としましても社会福祉協議会、関係機関との連携を強化しながら社会福祉の向上に取り組んでいきたい。
Q　国の子ども、子育て支援新システムは、国庫負担金、補助金、事業所等からの拠出金を一本化して、地域の事情に応じ配分されると、鯖江市には不利益では。

A　理事者　新システムによる影響がどのくらい出るのか、国の新システム検討会議等の動向を注視し、具体的な内容などの情報収集に努め、新システムへの迅速かつ的確な対応を図っていきたい。
地方の負担増につながるもの、市民にとって不利益となるようなことがあれば、市長会等を通じ強く国に改善を求めていきたい。
「男女共同参画社会」について
Q　各審議会、委員会での女性委員の比率が少ないが、取り組みは。 

A　理事者　市条例に基づき設置されている５３審議会の女性委員の割合は２２年度末で２８，９％。２６年度目標の３５％に向けて、選出基準を見直し、女性枠設置や一般公募を多く取り入れるとか、団体からの推薦も女性を積極的に推薦するよう求めていく。

Q  専門職の資格で長期勤務の非正規職員（臨時職員）の待遇改善が必要では。
A　理事者　専門職の保育士、幼稚園教諭、保健師、各種相談員など職務に応じ対応している。臨時職員の女性は426人、88％強のウエート。待遇改善は、いい人材を集める観点からも重要で、市民サービスを行う上で、サービスの向上につながり、今後、正職員に準じた研修実施や、雇用条件向上に継続的に取り組みたい。
　会社で、社会の中で女性の活躍が認められ、広がることは、地方分権化が進むにつれ非常にこれから大切だと思う。自分らしく一人ひとりが個性を活かしながら、いきいきと暮らせるまち･社会になることを強く願うものです。　　　　　　　　　～詳細は、鯖江市議会のホームページ本会議議事録を～


【活動写真】
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鯖江市議会議員木村愛子（市民創世会）


活動のニュース 第１６号：発行２０１２・２・７


　　　　　　　　　　　　　電話65-1833　ブログ・愛子ネット　http://aikonet.mitelog.jp/





2012年･辰年、辰年は天にも昇る縁起の良い年といわれるようですが、皆様には恙なくお過ごしでございましょうか。


1年365日の10分の1日がはや過ぎてしまいました。この間いろいろな社会情勢の中、鯖江市議会も、市民の皆さまの安心・安全なまちづくりと市民生活の福祉向上のため日々活動を行っています。


12月定例議会では、議案第41号平成22年度鯖江市一般会計歳入歳出決算の認定について、議案第42号平成22年度鯖江市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第43号平成22年度鯖江市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第44号平成22年度鯖江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、議案45第号平成22年度鯖江市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第46号平成22年度鯖江市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第47号平成22年度鯖江市総合開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第48号平成22年度鯖江市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第49号平成22年度鯖江市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第50号平成22年度鯖江市水道事業会計決算の認定について、を認定しました。議案第53号平成23年度鯖江市一般会計補正予算（第５号）、議案第54号平成23年度鯖江市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）議案55号平成23年度鯖江市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）、議案第56号鯖江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について、議案第57号鯖江市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について、議案第58号鯖江市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について、議案第59号市道路線の認定について、議案第60号平成23年度鯖江市一般会計補正予算（第６号）を、可決しました。第61号議案鯖江市教育委員会委員の任命、議案第62号鯖江市公平委員会委員の選任、議案第63～66号議案号議案人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、を同意し、議員提案の市会案第4号地方財政の充実・強化を求める意見書について、市会案第5号地方消費者行政に対する国の実効的支援を求める意見書について、を可決して閉会しました。


なお、会派の代表質問、一般質問は、3日間にわたり行われました。


木村は、3日目の最後に、男性と女性がお互い助け合い支え合って豊かに生きていく社会、女性も参画したまちづくりこそが重要、そのために市民の皆様からいただいている声を中心に、福祉行政についてと「男女共同参画社会」について、を質問させていただきました。質問内容と答弁内容を抜粋でお知らせさせていただきます。（裏面へ）











ご高覧頂き、ご指導賜れば幸いです。








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　














①宮脇昭先生をお招きして、子どもたちの育てた苗木を植樹②高市早苗先生より国政の勉強③会派議員ブログ勉強会④海は恋人の畠山氏、復興にかける思いを講演⑤女と男輝くさばえフェスタ⑥「狂言inかわだ」地元若者が熱演⑦出初式街中パレード⑧NHK科学文化部記者山崎氏を招いて「30km圏内自治体の減災」を研修⑨議会改革特別委員会で視察研修














【２０１１年12月定例議会での木村の一般質問～主な内容】　




















